
 
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
み
え
（
伊
勢
） 

老
人
ク
ラ
ブ
等
の
次
代
を
担
う
若
手
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
と
、
そ
の
学
習
内
容
の

地
域
活
動
へ
の
還
元
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
開
催
市
町
を
変
え
て
実
施
し
て
い

ま
す
。 

今
年
度
は
い
せ
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
「
い
せ
ト
ピ
ア
」
を
会
場
と
し
、
７
月

５
日
開
校
式
か
ら
11
月

25
日
卒
業
式
ま

で
の
間
に
、
８
日
間
13
講
座
を
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

人
数
の
削
減
、
社
会
的
距
離
の
確
保
等
の

対
策
を
講
じ
な
が
ら
開
校
し
ま
し
た
。 

28
名
の
参
加
が
あ
り
、
。
皆
勤
賞
は
20

名
に
、
全
員
に
修
了
賞
（
四
分
の
三
以
上

出
席
）
が
校
長
（
会
長
）
よ
り
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 

主
な
感
想
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

〇
ど
の
講
座
も
皆
さ
ん
、
熱
心
に
聞

き
、
う
な
ず
き
、
一
生
懸
命
で
し

た
。 

〇
楽
し
く
有
意
義
な
８
日
間
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

同
じ
班
の
方
と
の
交
流
は
楽
し
い
だ

け
で
な
く
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
成
果
を
今
後
の
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
に
活
か
し
た
い
。 

〇
こ
れ
ま
で
は
従
来
か
ら
の
事
を
や
っ

て
い
た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
方
の

道
順
が
見
え
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。 

〇
勉
強
と
い
わ
れ
る
と
不
安
で
し
た

が
、
講
義
を
受
け
て
み
る
と
わ
か
り

や
す
く
、
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。
楽

し
い
思
い
出
と
な
り
、
ま
た
。
受
け

て
み
た
い
。 

〇
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
減
る
中
、
こ
の

よ
う
な
機
会
に
出
会
え
て
有
難
い
。 

 

第１日 ７月　５日（火） 講義
本格的な高齢社会の現状 と今後
の展開

講義

第２日 ７月２８日（木） 講義 高齢者のための薬の知識 講義

第３日 ８月１９日（金） 講義 元気 を保つ食・老いを早める食 講義・実技 シニアエイジの運動による健康づくり

第４日 ９月　６日（火） 講義 災害に備える 演習 災害に備える～避難所運営ゲーム～

第５日 ９月２１日（水）
フィールドワーク
（現地研修）

第６日 １０月１９日（水） 講義・演習

第７日 １１月　２日（水） 講義 特殊詐欺の現状と対策 講義・演習 広報の意義とチラシの作り方

第８日 １１月２５日（金） 講義

講義「小さな町の牧童たち『共に働き共に生きる』」と牧場見学
奈良市植村牧場

リーダーとしての心得と ノウハウ

高齢社会における生涯学習 と地域活動の意義と課題

令和 ４ 年度 「シニアカレッジみえ」（伊勢）カリキュラム

認知症について

地域包括ケアと老人クラブ活動


